
濃
度
水
準

さ
ら
に
低
下

海
底
土
経
由

の
汚
染

解
除
へ

サ
ン
プ
ル
収
集

コ
モ
ン
カ
ス
ベ

も
安
定

高
ま
る

外
国
人
の
関
心

放
射
能
研
究
部

に
集
約

検
査
機
器

大
幅
拡
充
へ

全
容
解
明
で

不
安
拭
う

│
│
直
近
１
年
間
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
結
果
の
傾
向
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
田
部
長
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
国
の
定
め
る
食
品
の

基
準
値
で
あ
る
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
／

を
超
え
た
の
は
１５

年
３
月
が
最
後
で
、
１８
年
中

も
基
準
値
超
え
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
基
準
値
超
え
ゼ

ロ
の
月
は
、
１９
年
１
月
末
ま

で
で
４６
か
月
連
続
に
伸
び
て

い
る
。

基
準
値
未
満
の
と
こ
ろ
で

の
全
体
的
な
濃
度
の
低
下
傾

向
は
明
ら
か
で
、
１８
年
に
調

べ
た
６
４
８
１
検
体
の
う

ち
、
不
検
出
（
Ｎ
Ｄ
）
が
６

４
３
６
検
体
と
、
割
合
は
９９

・
３
％
ま
で
上
昇
し
た
。
１７

年
（
９８
・
１
％
）
と
比
べ
る

と
増
加
幅
は
１
・
２

だ

が
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

│
│
改
め
て
海
産
魚
介
類

の
汚
染
で
分
か
っ
て
い
る
点

を
整
理
い
た
だ
け
ま
す
か
。

平
田
部
長
海
産
魚
介

類
は
体
内
の
水
分
を
保
つ
た

め
に
海
水
を
常
に
飲
み
続
け

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
汚
染
さ
れ
た
海

水
か
ら
の
移
行
に
加
え
て
、

汚
染
さ
れ
た
餌
か
ら
の
移
行

の
２
つ
が
主
な
要
因
と
な

る
。し

か
し
現
在
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
か
ら
５

以

上
の
海
域
の
海
水
は
事
故
以

前
の
水
準
に
戻
っ
て
き
て
い

る
う
え
、
飼
育
試
験
の
結
果

か
ら
餌
か
ら
の
移
行
は
大
き

く
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
震
災
後
の
知
見

に
よ
っ
て
、
底
魚
が
生
活
拠

点
と
す
る
海
底
土
か
ら
の
移

行
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
知
見
と
、
県
の

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

積
み
重
ね
を
踏
ま
え
て
、
生

態
的
特
徴
ゆ
え
影
響
が
ほ
と

ん
ど
な
い
魚
種
や
時
間
経
過

に
伴
い
濃
度
が
十
分
に
低
下

し
た
魚
種
か
ら
順
に
、
試
験

的
な
操
業
（
試
験
操
業
）
の

対
象
魚
種
と
し
て
き
た
。
今

は
福
島
県
沖
に
生
息
す
る
約

２
０
０
種
類
の
魚
種
の
う
ち

で
、
出
荷
制
限
８
魚
種
を
除

く
す
べ
て
の
魚
種
が
対
象

だ
。│

│
な
ぜ
今
も
８
魚
種
は

出
荷
制
限
中
な
の
で
す
か
。

平
田
部
長
制
限
さ
れ

て
い
る
魚
種
と
し
て
は
、
ウ

ミ
タ
ナ
ゴ
、
カ
サ
ゴ
、
ク
ロ

ダ
イ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ヌ
マ

ガ
レ
イ
、
ム
ラ
ソ
イ
、
ビ
ノ

ス
貝
な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
が

特
別
に
高
い
数
値
が
出
や
す

い
わ
け
で
は
な
い
。
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
４６
か
月
基
準
値
超

え
な
し
と
の
結
果
は
出
荷
制

限
中
の
８
魚
種
含
め
て
の
も

の
だ
し
、
解
除
申
請
す
る
の

に
必
要
な
検
体
数
が
少
な
か

っ
た
り
、
か
つ
て
高
い
数
値

が
出
た
の
と
同
じ
場
所
で
十

分
な
数
の
採
捕
が
で
き
な
か

っ
た
り
、
な
ど
の
理
由
で
遅

れ
て
い
る
。

今
後
も
諦
め
ず
に
十
分
な

検
体
数
を
確
保
す
る
こ
と
に

努
め
、
出
荷
制
限
指
示
の
解

除
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
い
。

│
│
た
だ
、
コ
モ
ン
カ
ス

ベ
は
２
月
に
再
び
出
荷
制
限

の
指
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
部
長
１
月
３１
日

の
試
験
操
業
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／

を
超
え
る
値
が
検
出
さ
れ

た
。
封
じ
込
め
が
行
わ
れ
て

い
る
原
発
の
港
湾
内
か
ら
逃

げ
出
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
あ
く
ま
で
推
測
に

す
ぎ
な
い
。

基
準
値
超
え
が
明
ら
か
に

な
っ
て
以
降
、
重
点
検
査
を

進
め
て
コ
モ
ン
カ
ス
ベ
だ
け

で
２
月
下
旬
ま
で
に
９２
検
体

を
調
べ
た
。
不
検
出
が
９７
・

８
％
で
、
数
値
が
出
た
２
個

体
も
基
準
値
の
１０
分
の
１
未

満
だ
っ
た
。
十
分
に
安
全
が

確
か
め
ら
れ
る
サ
ン
プ
ル
数

集
め
と
同
時
に
、
原
発
港
湾

内
の
さ
ら
な
る
封
じ
込
め
強

化
を
東
京
電
力
に
要
請
し
て

い
く
。

│
│
福
島
の
海
と
海
産
魚

介
類
の
現
状
へ
の
関
心
は
高

い
と
思
い
ま
す
か
。

平
田
部
長
１８
年
度
だ

け
で
２４
回
の
講
演
を
重
ね
て

き
た
。
外
務
省
な
ど
を
通
じ

た
外
国
人
向
け
の
説
明
が
増

え
て
い
る
。
福
島
を
中
心
と

し
た
地
域
の
日
本
産
水
産
物

の
輸
入
解
除
に
あ
た
り
、
現

状
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

一
方
、
日
本
の
方
々
に
説

明
す
る
機
会
は
今
も
多
く
あ

る
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
、
試

験
操
業
の
こ
と
を
知
ら
な
い

方
々
が
少
な
く
な
い
。
引
き

続
き
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
、
福
島
の
海

産
魚
介
類
の
安
全
性
確
保
の

取
り
組
み
を
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

│
│
平
田
部
長
の
放
射
能

研
究
部
は
今
年
度
の
新
設
部

署
で
す
ね
。
誕
生
の
経
緯
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

平
田
部
長
昨
年
、
県

水
産
資
源
研
究
所
が
新
設
さ

れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
従
来

の
県
水
産
試
験
場
は
県
水
産

海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
名
称

を
変
更
し
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能

強
化
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ

だ
。
特
に
、
原
子
力
災
害
を

起
因
と
す
る
研
究
課
題
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
水
産
海

洋
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
に
放

射
能
研
究
部
が
設
け
ら
れ

た
。県

の
海
産
魚
介
類
の
放
射

性
物
質
に
関
す
る
調
査
・
研

究
は
こ
れ
ま
で
、
県
水
産
試

験
場
の
旧
・
漁
場
環
境
部
に

よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
以
外

に
、
旧
・
水
産
資
源
部
が
生

態
的
な
知
見
に
基
づ
く
汚
染

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
旧

・
種
苗
研
究
部
が
関
連
の
飼

育
実
験
を
行
う
と
い
っ
た
具

合
に
分
散
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
を
放
射
能
研
究
部
が
一
手

に
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

│
│
整
備
中
の
新
施
設
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
田
部
長
放
射
能
研

究
部
が
活
用
す
る
施
設
と
し

て
は
、
１
２
０
９
平
方

の

放
射
能
研
究
棟
と
約
１
０
６

平
方

の
放
射
能
飼
育
実
験

棟
の
計
２
棟
が
整
備
さ
れ

る
。放

射
能
研
究
棟
で
は
、
現

在
あ
る
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導

体
検
出
器
１
台
の
と
こ
ろ
に

２
台
増
設
し
、
計
３
台
を
配

備
す
る
。
ま
た
、
外
部
委
託

に
頼
っ
て
い
た
放
射
性
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
の
検
出
器
を
独

自
に
も
つ
予
定
。
放
射
能
飼

育
実
験
棟
で
は
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
蓄
積
と
排
出
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め

の
実
験
を
行
う
。

今
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
を
維
持
し
な
が
ら
、
施
設

や
設
備
も
充
実
す
る
こ
と
で

海
産
魚
介
類
に
対
す
る
調
査

・
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き

る
。│

│
放
射
能
研
究
部
の
現

時
点
の
成
果
と
、
今
後
の
見

通
し
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
田
部
長
新
施
設
建

設
の
工
事
は
順
調
で
、
早
期

に
開
所
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
在
は
施
設
・
設
備

が
十
分
に
揃
っ
て
い
な
い
状

態
。
そ
ん
な
中
で
も
今
年
度

は
、
何
種
類
か
の
魚
に
関
し

て
生
態
的
な
特
徴
と
合
わ
せ

て
放
射
性
物
質
の
濃
度
傾
向

を
分
析
し
た
結
果
を
一
定
の

成
果
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

新
施
設
の
開
所
後
は
、
震

災
直
後
に
福
島
の
海
と
海
産

魚
介
類
に
何
が
起
き
て
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
ど
の
よ

う
に
収
束
に
向
か
っ
て
い
る

の
か
の
全
体
的
な
解
明
を
進

め
た
い
。
今
以
上
に
全
容
が

分
か
っ
て
く
れ
ば
、
漁
業
者

や
消
費
者
の
不
安
を
和
ら
げ

る
こ
と
に
寄
与
で
き
る
と
思

う
。

福
島
県
沿
岸
の
海
産
魚
介
類
に
対
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
経
過
し

た
今
も
、
県
の
公
的
検
査
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
と
漁
協
に
よ
る
自
主
検
査
（
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
）
の
両
建
て
で
放
射
性
物
質
の
測
定
を
行
い
、
慎
重
に
安
全
性
を
確

保
し
な
が
ら
試
験
的
な
操
業
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
毎
週
１
５
０
検
体
ず
つ

実
績
を
上
積
み
し
て
計
５
万
７
０
０
０
検
体
の
検
査
を
行
っ
て
き
た
県
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
２
０
１
８
年
、
検
体
数
に
占
め
る
不
検
出
の
割
合
が
初
め
て
９９
％
台
に

到
達
し
た
。
最
前
線
を
指
揮
す
る
県
水
産
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
放
射
能
研
究
部
の

平
田
豊
彦
部
長
に
聞
い
た
。

県水産海洋研究センター放射能研究部
が測定する毎週１５０検体のサンプル採取
は、底びき網船３隻と、刺網船・はえ縄
船（シーズンによっては船びき船）４～５
隻の漁船を交替で用船して実施してい
る。３日、当番となったＪＦいわき市漁
協沼ノ内支所所属の沖合底びき船・昭政
丸に乗船し、現場に立ち会った。

月・水・木・金曜に実施している試験
操業では、船主の久保木正一さん一家の
３人で漁をする。しかし、サンプル採取
では船長を務める息子の久保木克洋さん
親子に加え、沼ノ内支所所属の組合員か
らの応援２人が駆け付け４人で漁に臨ん

だ。自分の船以外はライバルでしかなか
った震災前からは考えられないことだ。
船のある小名浜港を出たのは午前４時

すぎ。３０分ほど沖合に船を走らせ、暗闇
の中で網を水深８０ の海底へ投網してい
く（写真１）。そこから北の塩屋崎沖へ２．２
（時速３．７ ）で１時間
半ほど網を引くと、甲板
を覆い尽くさんばかりの
大量の魚が入網をしてい
た（写真２）。
対象魚種はすべて持ち
帰る試験操業と違い、サ
ンプル取りが目的のため
に、甲板上での選別作業
を１時間以上かけて入念
に行う（写真３）。過去の
モニタリングから、高齢
魚を重点監視する必要が
あることが分かっている
ことから、高齢魚を中心

に魚種別により分け（写真４）、センター
へ渡すためにビニール袋に入れ（写真５）、
船槽に収めて帰路に着く。
午前８時すぎに無事帰港（写真６）。当日
はセンターが休みのため、この日採取し
たサンプルは翌４日に届けられた。

４

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
検
査
機
関
に
送
る
た
め
に
下
処
理
を
す
る

放
射
能
研
究
部
の
職
員
ら

５

６

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現
在

海産魚介類の不検出、１８年は初の９９％台
基
準
値
超
え
ゼ
ロ
４６
か
月
連
続

２０１９（平成３１）年３月１１日（月曜日）

福
島
県
水
産
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
放
射
能
研
究
部

４

平
田
部
長
に
聞
く

放射能研究部の平田部長

３
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沖底船・昭政丸の一日

２

１

（第３種郵便物認可））

サンプル漁獲
乗船ルポ

水
産
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
完
成
予
想
図
。
放
射
能

研
究
棟
と
放
射
能
飼
育
棟
は
建
物
中
央


